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昭和４８年（１９７３年）７月４日生まれ横浜育ち　　血液型A型

横浜市立小山台小学校入学

大分県立大分舞鶴高校入学（１年次冬、転勤で横浜へ戻る）

神奈川県立大岡高校卒業

神奈川大学法学部法律学科卒業

平成２１年（２００９年）　９月　明治大学　専門職大学院卒業

ＦＡＸ　　　　　：　　　０４５－８９２－５１８７

Ｈ　Ｐ　　　：　　 http://m-okuwa.net/

家族　：　妻、子（３人）、マメ（猫）、グリ（犬）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JR大船駅・JR本郷台駅・JR港南台駅、いずれかの駅で配布しております。

平成１９年（２００７年）　４月　横浜市会議員　２期目当選

E－mail 　：　　 m-okuwa@mvg.biglobe.ne.jp
平成２３年（２０１１年）　４月　横浜市会議員　３期目当選

〒247-0005　神奈川県横浜市栄区桂町６８８－４－６０１

ＴＥＬ　　　　　：　　　０４５－８９２－５１８７

市会議員３期目

よろしくお願いします！

栄区から、しがらみのない市政（政治）を実現します！

平成１４年（２００２年）１２月　アシスト株式会社退職

平成１５年（２００３年）　４月　横浜市会議員　初当選

第５回アフリカ開発会議について

　平成２５（２０１３）年６月１日（土）から６月３日（月）の予定で、横浜において、第５
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　このアフリカ開発会議は、日本政府が国連や世界銀行などと共催するアフリカの

新
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ＪＲ大船駅・ＪＲ本郷台駅・ＪＲ港南台駅で配っていきます！

１、選挙の前も選挙の後も駅前に立ち続け新聞（広報）を配り続けます。
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３、私たち市民が市政（政治）に参加する流れをつくります。

す。第１回から第３回は東京で開催されてきましたが、２００８年５月に開催された

ような規模になりますので、交通規制などに、ご理解・ご協力をお願い致します。

回アフリカ開発会議が開催されることになっておりますので、ここでお知らせします。

横浜市会議員　大桑正貴（市政報告書）

聞

連絡先

桑

という大規模な国際会議でした。今回おこなわれる第５回アフリカ開発会議も同じ

２、大桑まさたかの政務調査費を公開し続けます。

開発をテーマとした国際会議となっており、１９９３年から５年に１回開催されていま

国際機関などの代表、そして、ＮＧＯなど市民社会の代表が３０００名以上も参加する

元首・首脳級を含む５１か国や、３４か国のアジア・欧州諸国、それに加え、７４の

　次に、２００８年５月に横浜で開催された第４回アフリカ開発会議には、４１名の国家

第４回アフリカ開発会議は横浜で開催されました。

４、子や孫のために持続可能な横浜（社会）をつくります。

市会議員としての約束	




ご協力頂けるようお願いします。

　このような状況は、少子高齢化が続く限り、今後も続くと予想されます。そこで、

これからの横浜市は、人口が増加することによって外へ外へと広がっていった

今までの「まち」を、駅などを中心にして「まち」をどのようにコンパクトに再構築して

いくかという転換点に立っています。是非、今後の新たなまちづくりにご理解・

したり、保育所を運営するためには、多額の費用がかかります。

児童が限りなく「０（ゼロ）」に近づくという成果は出しています。一方で保育所を整備

保育所の整備

アップ計画（平成２１年度から平成２５年度）」を進めてきました。この計画は「樹林地

取組」を作成しようとしています。

　次に、「これからの緑の取組」の目標ですが、これまでの計画と同じような目標になる

きました。しかし、この計画が今年度で終了するため、上に書いた「これからの緑の

とは思いますが、「緑の減少に歯止めをかけ、総量の維持を目指す」「地域特性に応じた

緑の保全・創出・維持管理を充実し、質を高める」などとなっています。

　最後になりますが、これらの計画は、皆さまから頂いている「横浜みどり税」を活用して

　横浜市は待機児童対策として保育所などの整備を積極的に進めてきました。その

今月の支出の内訳

０円

３月分の収支報告（収入は政務調査費５５万円/毎月）

調査研究費 ０円

計画を進めております。今後はこの「横浜みどり税」も議論していくことになります。

　ＨＰ　   ：　http://m-okuwa.net/

ため横浜市の待機児童（保育園などに入りたくても入れない状態）は大幅に減り、待機

０円資料作成費

ありました。しかし、年々、人口が増えるスピードは鈍化し、ここ数年は上でも書き

広聴費

資料購入費 ７，１７０円研修費

開催される予定となっています。先月もお知らせしましたが、５月に開催される

決まりしだい、改めて、お知らせします。

　　平成２４年度３月現在の政務調査費累計残高は４１，３５６円です。

　E-mail ：　m-okuwa@mvg.biglobe.ne.jp

　大桑新聞ではみなさまとともに、

　栄区について考えていきたいと思っております。

４５８，４１８円広報費 ３月の支出合計は人件費 ０円

事務所費 ９８，９７７円

９，３８２円

　平成２５年第２回市会定例会は平成２５年５月１４日（火）から５月３０日（木）で

横浜市の人口

第２回市会定例会では、新たに所属する委員会などが決まることになりますので、

近況報告

０円

事務費
５７３，９４７円です。

０円会議費

平成２４年、１年間で横浜市の人口は５，７９５人増加しましたが、年々、横浜市

を守る」「農地を守る」「緑をつくる」という考え方をもとに、緑の保全・創出などに努めて

　これまで横浜市は、今ある緑を守り、その緑を子や孫へ残していくために「横浜みどり

　平成２５年４月１日現在の横浜市の人口は、３６９万３，７８８人となっています。

の人口が増えるスピードは鈍化しています。

を作成しようとしています。

　現在、横浜市は「これからの緑の取組（平成２６年度から平成３０年度）」の素案

ましたが、１年間で人口が１万人増加するのも難しい状況になっています。

　昭和４０年台は横浜市の人口が１年間で１０万人以上も増加するということが

これからの緑の取組


